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１．ネットワーク会議の事例
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ネットワーク会議の事例①
（主体：都道府県・政令指定都市）

• 目的：
妊産婦をめぐるメンタルヘルスの問題に対し、妊産婦が
有するリスクを早期に把握し、切れ目のない支援が行え
るよう関係機関が連携し、情報の共有や意見交換を行
うこと。

• 協議内容：
（１）医療機関や行政における情報の共有

（２）関係機関の連携の在り方やハイリスク妊産婦・

育児困難者への対応

• 開催頻度：年１回

• 開催に至る経緯
宮城県産科医会が開催していた会議の事務局を

H31年度に県と仙台市で引継ぎ、県と仙台市が持ち
回りで開催。

• 構成員

宮城県妊産婦メンタルヘルス連絡会議

分野 所属等

医師会
宮城県医師会

仙台市医師会

産科・産婦人科

宮城県産婦人科医会

仙台産婦人科医会

宮城県内の周産期医療センター

精神科

宮城県精神科病院協会

宮城県精神神経科診療所協会

東北大学病院

看護師・助産師
宮城県看護協会

宮城県助産師会

行政
宮城県

仙台市
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ネットワーク会議の事例②
（主体：民間病院）

• 目的：
日ごろからの関係機関との顔の見える関係と

ネットワークづくり

• 協議内容：
産科医療機関・助産師・母子保健支援者等と

の合同事例検討会（対面＋リモート開催）。

精神科医だけでなく、県内の複数の産科医療
機関や助産師会、民間団体、訪問看護ステー
ションなどとの定期的なコミュニケーションの機会を
持ち、情報交換や情報共有、課題検討を継続
的に実施。

・行政機関との関係：
市（区）母子保健担当者とは、木村病院の
医師が委嘱された区精神保健相談を通じて随時
依頼を受けている他、要対協の事例検討会への
アドバイザー派遣に積極的に応じている。

また、包括的な地域支援を要する母児について
は、院内の家族支援チーム（FAST）会議で検
討して、児童相談所、市の所管課への通告・相
談・事例検討を行っている。（2018〜2022年
度 計210件に対応）

千葉大学社会精神保健教育研究センター、学而会木村病院 渡邉博幸先生ご提供資料を元に作成
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２．地域の診療体制の
見える化・整備の事例
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地域の医療体制の見える化・整備の事例
精神科医療機関リストの作成・管理の事例①
（主体：都道府県・政令指定都市が管理）

• 宮城県・仙台市：
• 作成の経緯・・・宮城県産科医会が妊産婦メンタルヘルス連絡会議を開催していたH30年に、

県内の精神科医療機関に対して、「妊産婦（周産期）の方の診療の対応

可否」についてアンケートを行い、産婦人科医会が一覧表としてまとめた。

• 対象圏域・・・県内全域

• リスト化の際の項目・・・医療機関名、郵便番号、住所、連絡先、妊産婦診療の受け入れ可否、

初診予約方法、精神保健福祉士の配置、臨床心理士の配置

• 共有している機関・・・市町村の母子保健担当課

• 課題等・・・リスト作成以降、更新されていないため、情報が現状と異なる可能性がある。

リストの活用方法についても検討が必要であり、今後、連絡会議にて検討予定。
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宮城県内の妊産婦のメンタルヘルスケアに係る精神科・心療内科
機関へのアンケート調査結果・診療可能医療機関一覧 H30.5.31
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• 大阪府こころの健康総合センター（精神保健福祉センター）：
• 作成の流れ・・・大阪府内で精神疾患の診療を行う医療機関で、センターのホームページへの

情報掲載を了解した機関に対し調査票を送付。医療機関側の回答をもとに

情報をホームページに公開。

• 事前調整機関・・・調査票については毎年、大阪市、堺市、一般社団法人大阪精神科病院

協会、公益社団法人大阪精神科診療所協会に事前に確認。

• 対象圏域・・・府内全域

• 調査の目的・・・大阪府、大阪市及び堺市の情報提供事業やこころの健康相談事業等におい

て適切な精神疾患診療機関情報を提供することを目的に実施。

• 調査項目・・・医療機関名（連絡先）、所在地（最寄り駅）、医療機能情報(各医療機関

が回答した特色等を記載。選択肢のひとつとして「妊産婦に対する精神科医療」

がある。)、診療科目、時間、各医療機関のホームページへのリンク 等。

• 公開・・・当センターのホームページ（「こころのオアシス」）に 「医療機関検索（精神科医療

機関情報）」 として公開。【http://kokoro-osaka.jp/list/listfind.html】

• 調査時期・・・年１回（５月）、新規医療機関については随時調査

※本調査結果による医療機関の個別情報を他の目的（事業等）で使用する場合は、改めて担当部署から各医療機関に趣旨
を説明し了解を得ることとしている。

地域の医療体制の見える化・整備の事例
精神科医療機関情報一覧の作成の事例②
（主体：都道府県が作成）
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大阪府精神科医療機関情報の一覧（一部抜粋）



地域の医療体制の見える化・整備の事例
精神科医療機関リストの作成の事例③
（主体：民間病院が作成）

• ネットワークの目的

①千葉県内（千葉市内を含む）で、産後にメンタルが不調の女性の受療に積極的に取り組む精神科
医療機関のネットワークを構築

②①の医療機関が掲載された医療保健連携マップをつくる
③県や市町村自治体の所管課や地域保健窓口、産科医療機関、助産師会、医師会等で配布し、
母子保健側支援者や当事者がマップをもとに、相談・連携・受療勧奨の円滑化を促す

• 作成の経緯・・・2018年10月から呼びかけ・準備
同年12月時点で、県内24施設30名の精神科医、５施設６名の産婦人科医の参加
2019年9月1日 連携マップ（精神科医療機関編）作成

• リスト化の際の項目・・・医療機関名、医師名、郵便番号、住所、連絡先（電話）、ホームページ、
問合せ曜日・時間帯、診療対応できる曜日、初診までの待ち日数、対応でき
る連携エリア、特色、対応困難な病状

• 共有している機関・・・ 千葉県・市町村・保健所・産科医療機関等に配布

• 特徴・・・一覧のリストだけでなく、マッピングも併せて作成している

ママのメンタルケア ネットワークちば

千葉大学社会精神保健教育研究センター、学而会木村病院 渡邉博幸先生ご提供資料を元に作成 10
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ママのメンタルケアネットワークちば
妊産婦の診療が可能な精神科医療機関の一覧（リスト）

千葉大学社会精神保健教育研究センター、学而会木村病院 渡邉博幸先生ご提供資料を元に作成



ママのメンタルケアネットワークちば
連携マップ（精神科医療機関編）：2021年（令和3年）9月1日現在

①メンタルヘルス
診療所しっぽふぁーれ

②きたなら駅上
ほっとクリニック

③北林医院分院

⑤サンメディカル
船橋クリニック

④佐瀬医院

⑥たけだメンタル
クリニック

⑦志津クリニック

⑧めぐみこころのクリニック

⑨成田赤十字病院

⑪〜⑰千葉市内の医療機
関

については拡大図参照

⑱市原メンタル
クリニック

⑲袖ヶ浦
さつき台病院

⑪⑫
⑬⑭
⑮
⑯⑰

⑩四街道メンタル
クリニック

千葉県全域版

⑳柏駅前なかやま
メンタルクリニック

20精神科医療機関
（17診療所・3病院）

⑪ぴあ心療クリニック

⑫新検見川
メンタルクリニック

⑬日下医院

⑭そが西口クリニック

⑮学而会木村病院

⑰緑こころのクリニック

⑯いやしのメンタル
クリニック誉田

花見川区

稲毛区

若葉区

中央区

緑区

千葉市拡大図版
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地域の医療体制の見える化・整備の事例
フォロー体制図の事例①
（大分県の産婦健康診査後のフォロー体制図）
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３．症例検討や相談対応等の
コーディネートの事例
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症例検討や相談対応等のコーディネートの事例
（主体：民間病院）

• 事務局（コーディネートの役割）の構成メンバー

• 事務局は、院内の『周産期対応チーム（PMCaT）』で運営

• 構成は、看護師(助産師資格有)１名、精神保健福祉士２名（うち１名は相談室長）、公認心理師１名（心
理室長、チームリーダー）

• 症例検討の開催にあたり、行っている業務

• 検討会の開催についての周知、参加者のとりまとめ、場所確保、配信、まとめ資料作成など

• １か月に１回木曜日16時30〜18時30分：対面の事例検討会（主に市助産師会）

• ３か月に１回木曜日16時30分〜18時30分：リモートの拡大検討会（千葉県内産科、精神科、助産師、福
祉関係者、行政など）

• 年に３回程度の、一般市民向け、保健師向けの研修会を市助産師会と合同開催しており、事務局を務めている

• 取り上げる症例を決める際のきまり

• 参加者から、出したい事例を募ると積極的に応募がある状況。困っている事例や相談したい事例を持ち寄って次の
会に発表・検討するという流れで継続

• その他（相談について）

「支援が必要な妊産婦を地域の精神科医療機関での適切な受診や必要な支援につなげるための関係者からの相
談」については、

①女性のこころ専門外来への関係機関の関係者からの予約の際に、新患予約担当の精神保健福祉士による詳
細な聴き取りや相談が行われる。（原則、予約成立の際には、改めて妊産婦本人・家族から連絡をもらい受診日が確定する）

②ネットワークや研修会の参加者からは、直接事務局メンバーに相談が入ることもある。

千葉大学社会精神保健教育研究センター、学而会木村病院 渡邉博幸先生ご提供資料を元に作成 15
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